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研究成果の概要（和文）：本研究は続発性リンパ浮腫の予防に主眼をおいて、そのエビデンスを明らかにするために実
施した研究である。予防行動につなげるために、第一としてリンパ浮腫の客観的、勘弁的非侵襲的なアセスメントとし
て、生体インピーダンス法が効果的であること見出した。また、特定疾患QOL指標としてリンパ浮腫患者のためのLYMQO
Lの日本語版の開発を行い、ケア効果の評価に使用できるようにした。また、独自に開発した予防教育を実施し、それ
が知識の獲得に効果をもたらす方法であることを明らかにした。最後に続発性リンパ浮腫の可能性を持つ婦人科がん患
者は、不確かさ」と「不本意さ」の中にいることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：Secondary Lymphoedema reduces patient's QOL.However it is difficult to predict sym
ptoms before swelling becomes lymphoedema.Accordingly, it is important for patients to leran preventive ca
re methods as soonas possible. This study examined the evidences for preventing secondary lymphoedema. Fir
st multiple frequency bioimpedance analysis(MF-BIA)is a noninvasive method and it was suggested thatit was
an effective methods for predicting the occurrence of secondary lymphoedema. We developed LYMQOL Japanese 
version of some condition -specific QOL assessment. Also we developed the educational method for preventin
g lymphoedema using a word outpatient collaborative syste.Fianlly we found that the gynecological cancer s
urvivors faced "Uncertainty and Reluctance".
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１．研究開始当初の背景 
がん患者のＱＯＬ、がんリハビリテーション
の考え方の浸透により、がんサバイバーとな
るリンパ浮腫患者の治療・ケアに注目が集ま
るようになった。特にリンパ浮腫は乳がん、
子宮がんの女性サバイバーがん患者に多い
慢性疾患である。研究者がこのリンパ浮腫治
療に注目するようになってから、既に罹患し
ているリンパ浮腫治療患者へのケア、治療は
研究されるようになり、エビデンスの蓄積も
少しずつ実施されている。続発性リンパ浮腫
に罹患しないための予防あるいは、できるだ
けその発症を遅らせる取り組みのエビデン
スレベルの高い研究は遅れており、研究者は
こちらに注目し、いかに効果的に予防する方
法の検討に着手することとした。本研究では
リンパ浮腫領域で予防と発症の遅延に繋が
るＥＢＰ（証拠に基づく実践）を行うために、 
臨床研究を実施し、データを積み重ねていく。 
リンパ浮腫治療・ケアの質の保証がＥＢＰ
（Evidence Based Practice）へと繋がるもの
となる。EBPとは、最善の利用可能な研究か
ら導き出された証拠をもとに教育の受けた
医療専門家エキスパートが、患者集団のニー
ズに応えながら、三位一体のもとで最善の医
療を意思決定していくことである。リンパ浮
腫領域においては、教育を受けたリンパ浮腫
治療・ケア専門家が女性がん患者のニーズ、
特性を十分に理解し、最善の利用できる研究
のもとで、最善の治療・ケアを意思決定し提
供することである。しかし、何度も繰り返し
ているようにリンパ浮腫治療領域での研究
は、エビデンスレベルに低い研究が多く、こ
れを治療として高いグレードで推奨する必
要性がある。本研究は EBP を意識した研究
を実施していく。 
 
２．研究の目的 
 本研究は最終的に下記４つの目的で行わ
れた。 
（１）患者はリンパ節郭清を伴うがん手術に
おいて、今後リンパ浮腫発症リスクを背負う
ことになることで、その予防行動を一生続け
ることを迫られた時に、どのような思い、反
応をするのかを明らかにする。 
 
（２）リンパ節郭清を伴うがん手術を行なっ
たがん患者の予防教育として、知識の定着の
ための方法を検討する。 
 
（３）非侵襲的方法として、生体インピーダ
ンス法が、リンパ浮腫発症を予測するための
方法となりうるかどうかを明らかにする。 
 
（４）リンパ浮腫を伴うがん患者の QOL 評
価のために、特定疾患 QOL となるリンパ浮
腫 QOL（LYMQOL）の日本語版の開発を行
うことにより、リンパ浮腫患者の QOL を評
価する。 
 

３．研究の方法 
２．（１）の研究方法 
 ①研究協力者：協力者組み入れ基準は卵巣
がん、子宮体がん、子宮頚がん、外陰がんな
どの婦人科がん患者、リンパ節郭清を伴う 20
歳以上で、研究同意が得られたもの。15 名 
 ②データ収集：リンパ浮腫予防教室受講後
１週間以内で約１時間のインタービュー。手
術時にリンパ浮腫について聞かされたとき、
リンパ浮腫予防教室を受講した直後のリン
パ浮腫への思い、リンパ浮腫の予防のために
一生涯セルフケアが重要であると聞いての
それぞれの思いを面接ガイドに沿って聴取。 
 ③データ分析の方法：質的帰納的分析法 
 
２．（２）の研究方法 
研究プログラム体制 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 研究対象：子宮頸がん、子宮体がん、卵
巣がん、外陰がんで、リンパ節郭清を伴
手術後に受ける予防教育参加者であり、
第 1 次予防教育プログラム参加者７名、
第２次プログラム参加者１１名、第３次
プログラム参加者３２名であった。 
 
② 教育のプログラム：図に示すとおり、第
１次は、予防教育受講前にパンフレット
を渡しての事前学習、３０分 PP を使用し
ての看護師指導による個別学習、PP 終了
後に知識テストの実施、１ヶ月後外来で
再度知識テストを実施し、その習得度を
評価する。第２次は、個別学習終了後の
知識テストを評価し、さらに解説の追加、
第３次は、個別学習時の PP の改変 

 

③ 分析方法：統計ソフト SPSS Ver.19 を使
用しウィルコクソン検定、およびクラス
カルウオリス検定を使用した。事後検出
力を確認し、０.８以上を２，３次プログ
ラムでは保つことができた。 

 

２．（３）の研究方法 
 
① 研究対象：リンパ節郭清を伴う手術をし
た婦人科がん患者１４名とリンパ節郭清
を伴わない婦人科手術を行った患者７名
をコントロールとし、その他浮腫に関連
するような基礎疾患がないこと、研究に
同意を得たものを対象とした。 
 



② 研究手順：手術前日および術後１週間後
に図に示すような位置を周囲径の測定と
MIF-BIA(生体インピーダンス法)で測定
した。 
 

 
③ 分析方法：分析方法：統計ソフト SPSS 
Ver.19 を使用しウィルコクソン検定、お
よびクラスカルウオリス検定を使用した 
5％未満を有意差ありとした。 
 
２．（４）の研究方法 
 
① 研究対象：東北、関東に位置するリンパ
浮腫外来を開院している４病院に通院
するリンパ浮腫外来患者を対象にした。 

 
② LYMQOL: Quality of life measure for 
limb Lymphoedema(LYMQOL)は、英国の
Keeley らによって開発されたもので、
「機能」「外見」「症状」「心理的状態」
の4つの下位尺度で4段階リカートスケ
ールおよび総合 QOL からなるもので、信
頼性、妥当性は検討されている。4 下位
尺度は点数が高いほどQOLが低くなって
おり、総合 QOL は 10 段階で点数が高い
ほど QOL が高いことを示す尺度である。
この日本語版の開発を行う。 

 
③ 分析方法：信頼性の検討内的一貫性、再
テスト法を実施した。妥当性：構成概念
妥当性および基準関連妥当性を検討し
た。 

 
 ４つの目的それぞれにおいて、所属大学の
研究科倫理委員会の承認を得て実施してい
る。 
 
４．研究成果 
２．（１）に関する研究成果 
15 名の研究参加者から同意を得、平均 50 分
の面接により、リンパ浮腫発症予防のための
セルフケア継続の重要性を説かれたとき、の
婦人科がんサバイバーの経験として、179 コ
ード、20 のサブカテゴリ、４つのカテゴリが
抽出できた。「終わりのないセルフケアは重
荷」「セルフケアの継続の不確かさ」「セルフ
ケアは必要と自分に言い聞かす」「具体的に
やらなければならないセルフケア」であった。 
「終わりのないセルフケアは重荷」は、一生
続けることへの負担感を感じて、一生という
期間が漠然としており、途方もない感覚を感
じ、そこに不確かさを感じている。「セルフ

ケアの継続の不確かさ」は、リンパ浮腫に対
する予防的セルフケアが必要であることは
芽生えたが、それが必ず自分にも当てはまる
ものであることを実感できずにいる。自分の
性格から継続できる自信がもてないという
感覚また、予防的セルフケアの継続により、
リンパ浮腫は絶対に発症しないということ
もまた不明であり、セルフケアの効果に対す
る不確かさが存在していることを示した。
「セルフケアは必要と自分に言い聞かす」と
は、リンパ浮腫発症の可能性に対し懐疑的な
思いは抱いていたが、周りの状況から「その
必要性を感じ取り自ら駆り立てて行こうと
する気持ちを示している。しかし、リンパ浮
腫予防セルフケアに懐疑的な気持ちもある
ことから、揺れ動いており、セルフケア継続
に自信がもてないでいる不確かな自分がい
ることが示されている。「具体的にやらなけ
ればならないセルフケア」とは、リンパ浮腫
発症予防のためのセルフケアを自分の生活
と照らし合わせて考え、これから行おうとす
る具体的な豊作を思案する患者の経験であ
った。またこれらに影響する患者の思いとは、
「現状の生活を変えたくない」、「これ以上見
た目は変えたくない」という女性として、家
族者として、社会人としての思いであること
がわかった。 
 また、生涯にわたるリンパ浮腫の可能性を
説かれた時に、98 のコードと 8のサブカテゴ
リ、２つのカテゴリが抽出され、「不本意な
リンパ浮腫発症の可能性」「結局リンパ浮腫
は私のこととは思えない」であった。がんの
手術により全てが終わりと思っていた。手術
前にリンパ浮腫の副作用のあることは知っ
ていたが、自分のこととは思っていなかった
患者たちにとって、青天の霹靂とも言い難い
ことのように受け止められていた。従ってこ
のリンパ浮腫は、「不本意」なことであった。 
 患者は、「不確かさ」と「不本意さ」の両
方を持ちながら、リンパ浮腫に対処していく
こととなる。しかし、「不確かさ」には副次
的効果があるとの指摘もされており、「不確
かさ」があるから次の行動にも迎えるという
ことがあることから、予防行動の大切さを時、
支援するときには、患者がどのような心理状
況にあるのかをアセスメントする必要があ
ることを示唆している。 
 
２．（２）に関する研究成果 
 予防教室直後と予防教室１ヶ月後の認知
テスト正解率を第１次、第２次、第３次予防
教室で比較をした。予防教育直後の第 1回目
の知識テストの正答率は T群 73.6％、TC 群
70.5％、TCC 群 83.9％であった。この 3群に
有意差が認められた（X2＝14.55,p＝.001）。
一方予防教育から 1か月後の第 2回目の知識
テストの正答率はT群77.1％、TC群88.1％、
TCC 群 88.6％であったが、3群に有意差は認
められなかった（X2＝4.56,p＝.102）。また、



予防教育直後と予防教育 1か月後の 2回の知
識テストの正答率の比較をすると、T群およ
びTCC群は有意な正答率の上昇は認められな
かったのに対し
(m=73.6/77.1%,z=-.877p=.388, 
m=83.9/88.6%,z=-1.85p=.064) 
TC 群の正答率は有意な上昇が認められた
（m=70.45/88.18%, z=-2.81P=.005）。 

 
予防教育の内容について、１ヶ月後にそれ
ぞれどの程度の知識の定着があるかを見た。
その結果、第２次予防教育（教育の後にテス
トの解説を入れる）群で見てみると、リンパ
浮腫の病院と実態については、１ヶ月後正答
率が伸びていた。知識教育後にさらに患者が
意識的に勉強をしたと推測される。また、治
療方法の概要は予防教育直後から既に高い
正答率であったことから、高い水準で維持し
ていた。セルフケアの重要性は 58.2％の正答
率から 98.2％まで上がりこの結果は効果量
からも信頼できるものであり、予防教育直後
の知識テストで正答率が低いことから解説
が加えられそれが、知識の定着に繋がってい
た。感染の対象方法は、知識の正答率が低く、
１ヶ月後項目の中で唯一正答率が下がって
いた項目であった。この知識は今後のリンパ
浮腫発症に非常強く関わってくる項目であ
ることから、更なる知識の定着が必要である
ことが示唆された。この目的の成果から、知
識の定着を目指す、予防教育の方法として、
予防教育後の知識テストとともにその解説
を行う方法が有効であることが示唆された。 

 

２．（３）に関する研究成果 

リンパ節郭清後直後から、リンパの流れに
何らかの障害があるのであれば、リンパの貯
留の兆しが見えるはずである。従来の周囲径
測定では見られず、より精度を高くする必要
があり、生体インピーダンス法を使用する 

 

 
 
方法で今回の研究に臨んだ。その結果手術前
の周囲径と手術後7日目の周囲径各箇所を測
定すると、左右の測定部位とも術後に細くな
っていた。 

 
 

 
これは、手術そのものが大きく影響している。
活動量が少なくなるあるいは、食事の摂取量
が低下するなどの理由により、周囲径が細く
なり、体重も有意差はないがしている。 
しかし、同様に生体インピーダンス法で測
定では、コントロール群は術前よりも術後の
方が外細胞水分/全体水分は、全体的に増加
しているが、術前と術後では有意差は見られ
ていなかった。一方、リンパ節廓清手術を行
った実験群では有意に増加している部位が、
体幹と右下肢に認められた。このことはリン



パ節廓清後からリンパの流れに何らかの兆
候が見られていることを示唆するものであ
る。それも婦人科がんの場合、骨盤内を中心
とするリンパ節廓清であることから、下肢に
その兆候が見られていることからも理解で
きる。この研究成果から、生体インピーダン
ス法がリンパ浮腫の早期診断、予測に使用で
きる測定用具であり、さらにリンパ浮腫はリ
ンパ節廓清直後から、リンパ浮腫発症の可能
性があることから、早期からの予防ケアが必
要であることが示唆された。 
 
２．（４）に関する研究成果 
 リンパ浮腫患者のためのQOL疾患特異的尺
度を開発した。上肢用は数多く開発されてい
るが、下肢用の QOL 尺度はほとんどない。そ
こで下肢と上肢の両方を開発している
Quality of life Measure for Limb 
Lymphoedema(LYMQOL Keeley, et al2010)の
日本語版を開発した。 
① 信頼性の検討； 

 
 全体の項目、各領域において、内的整合性
としてのCronbachαは0.7以上が保たれてい
た。安定性を見るために、テスト-再テスト
法を使用した。2 週間後における再テストと
の Speaman 相関は 0.589P<.05 で有意な相関
があったことから、信頼性の安定性について
は保たれていた。 
 ②妥当性の検討；妥当性の内容的妥当性は、
既に原版で検討されており、その内容を変更
していないことから今回は検討しなかった。 
基準関連妥当性は、EORTC QLQ-C30 と実施し
た。 
 

 
LYMQOLの「機能」とEORTECQLQ-C30の「身体」。 
LYMQOL の「症状」と EORTECQLQ-C30「症状」
LYMQOL の「心理的状態」と EORTECQLQ-C30 の
「総合的 QOL」と EORTECQLQ-C30 の「総合 QOL」
が中程度から強い相関が確認され、基準関連

妥当性は確保された。構成概念妥当性では、 
  

 
は、原版のように 4因子構造となっており累
積寄与率 60.91％となっていた。しかし、第
一因子は、原版では、「機能」のみであった
が、日本語版は「機能と症状」、第二因子は、
原版は「外見」、日本語版も「外見」で一致
し、第三因子は、原版は「心理」、日本語版
も「心理」で一致していた。「機能」と「症
状」は混合していていたが、「外見」はほぼ
一致し、この因子は他の疾患特定 QOL とは異
なる特徴的な因子であるので、ここが一致し
ていることは、このリンパ浮腫疾患特異的
QOL 尺度として使用できると考える。 

③ リンパ浮腫ステージ別 QOL  
 LYMQOL の総得点、機能、外見（ボディーイ
メージ）、症状、心理において、リンパ浮腫
国際分類のステージにおける比較を行った。 

ステージ別と各領域の QOL 

 
各項目ともステージが上がると得点があが
っており、QOL が低下していることが明らか
となった。特に外見/ボディイメージは有意
差を持ってその結果が示された。リンパ浮腫
は、ステージが上がる毎に外見は著名に変化
する。さらにリンパ浮腫は、婦人科がんや乳
がんなど女性患者に多く発症するため、ボデ
ィイメージが変容することは、QOL に大きく
影響することとなる。 
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